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２家族から分離したShigellasonnei－宮城県

田村 広子＊１ 佐々木 美江 畠山 敬

谷津 壽郎 秋山 和夫＊２

（＊１現 宮城県立循環器・呼吸器病センター，＊２現 苛宮城県公衆衛生協会）

病原微生物検出情報Vol.２７ No.３ ６７－６８ ２００６

２００５年９月に２家族３人がShigellasonneiに感染した事例を経験した。１０歳女児からS.sonneiⅠ相が分離され，９月２２

日に細菌性赤痢として届出された。２１日にその母からもS.sonneiⅠ相が分離された。女児が友人宅を訪問していたため

調査したところ，友人とその弟に症状があったが，２３日に採取した友人の弟の検体からS.sonneiⅠ相とⅡ相が分離さ

れた。

３人から分離した赤痢菌はいずれも定型的な性状を示し，PFGEパターンの類似度はDice法で９０％以上であった。

感染症発生動向調査について

秋山 和夫＊１

（＊１現 苛宮城県公衆衛生協会）

公衆衛生情報みやぎNo.３４６ １７－１８ ２００５

感染症法で規定されている「感染症発生動向調査」は，全国で実施されている。宮城県も患者定点及び病原体定点

医療機関から得られた１～５類感染症の患者情報と病原体情報を解析して月報，週報として提供している。２００２年～

２００４年の病原体検出率は約６０～８０％で，インフルエンザウイルス，急性上気道炎，感染性胃腸炎の順に多く，ヘルパ

ンギーナ，手足口病及びA群溶血性レンサ球菌咽頭炎も毎年検出された。今後ともさらに充実を図る必要がある。

宮城県保健環境センター年報 第２４号 ２００６ －１７５－



冬季に保育園で発生した腸管出血性大腸菌O２６による集団感染事例－宮城県

田村 広子＊１ 三品 道子 菅原 直子

佐藤 由美＊２ 畠山 敬 谷津 壽郎

秋山 和夫＊３

（＊１現 宮城県立循環器・呼吸器病センター，＊２現 宮城県立がんセンター，

＊３現 苛宮城県公衆衛生協会）

病原微生物検出情報Vol.２６ No.６ １４８－１４９ ２００５

２００５年２月～３月にかけて，１保育園で園児家族職員に及ぶ腸管出血性大腸菌O２６：H１１による集団感染が発生した。

陽性は園児１０３名中２４名（有症状１６名無症状８名）家族３８名中１６名（有症状０名無症状３名）であったが，ふきとり

検査からは検出されなかった。パルスフィールドゲル電気泳動（PFGE）を行い，Dice法による解析をしたところ類似

度は，３８名中３６名が９０％以上他の２名は８０～９０％であった。

宮城県内で分離されたShigellasonneiの遺伝子パターン

佐々木 美江 田村 広子＊１ 畠山 敬

谷津 壽郎 秋山 和夫＊２

（＊１現 宮城県立循環器・呼吸器病センター，＊１現 苛宮城県公衆衛生協会）

病原微生物検出情報Vol.２７ No.３ ６６－６７ ２００６

２００１年～２００６年２月までに県内で分離された２４株の赤痢菌は，S.sonneiが１６株とS.flexneri８株であった。制限酵素

XbaⅠを用いたPFGEによる遺伝子解析の結果，２００４年８月～２００５年５月までに分離したShigellasonnei６株は，２００１

年に分離した韓国産カキ由来の株と８５％以上の相同性を示した。感染者の多くは東南アジアへの渡航歴があり，韓国

産カキ由来株と同様の株がこれらの地域にも存在していることが考えられた。他の遺伝子型を示した６株のうち２株

は１００％一致したが，両者の関連は不明であった。また，４株は同一事例であった。

－１７６－



健康住民のポリオウイルス中和抗体保有状況

沖村 容子 菊地 奈穂子＊１ 佐々木 美江

後藤 郁男 秋山 和夫＊２

（＊１現 仙南・仙塩広域水道事務所，＊１現 苛宮城県公衆衛生協会

公衆衛生情報みやぎNo.３５０ １５－１８ ２００５

平成１５年度感染症流行予測調査事業で採取した血清についてポリオウイルスⅠ，Ⅱ，Ⅲ型の中和抗体保有状況を年

齢群別に調査した。２０才未満では高いワクチン接種率を反映して各型ともに保有率は８０％以上であった。しかし，２５

～２９才群のⅠ型，３０～３９才群のⅢ型等,年齢群や型によっては５０％台の低い保有率もあり，感染予防のためにワクチン

接種勧奨等が必要である。

insituHybridization法によるカキ消化盲嚢部の組織化学的ウイルス分布

山木 紀彦＊１ 植木 洋 須藤 篤史＊２

酒井 敬一＊３ 菊地 奈穂子＊４ 後藤 郁男

沖村 容子 秋山 和夫＊５ 遠矢 幸伸＊６

（＊１現 仙台保健福祉事務所黒川支所，＊２現 宮城県水産研究開発センター，

＊３現 漁業振興課，＊４現 仙南・仙塩広域水道事務所，＊５現 苛宮城県公衆衛生協会，

＊６ 東京大学大学院農学生命科学研究科獣医微生物研究室）

日本食品微生物学会雑誌Vol.２３茨 ２１－２６ ２００６

カキ体内でのウイルス蓄積機構を解明するために，ノロウイルスの代替ウイルスとしてFCVF４株をカキに取り込

ませて，insituhybridization法で消化盲嚢部のウイルス分布について確認を行った。その結果，消化盲嚢部である導管，

細管，嚢状部位に発色が確認されウイルスが同部位に取り込まれていることが明らかになった。

宮城県保健環境センター年報 第２４号 ２００６ －１７７－



宮城県における手足口病の地域流行

菊地 奈穂子＊１ 庄司 美加 山木 紀彦＊２

後藤 郁男 植木 洋 沖村 容子

秋山 和夫＊３ 気仙沼保健所健康対策班

（＊１現 仙南・仙塩広域水道事務所，＊２現 仙台保健福祉事務所黒川支所，

＊３現 苛宮城県公衆衛生協会）

病原微生物検出情報Vol.２６ No.９ ２３９－２４０ ２００６

県全体では小流行となったが，気仙沼保健所管内では感染症発生動向調査における定点当たり報告数が，２８週に

５３．０人と過去１０年間と比較して最大の地域流行となった。病原体検査は３種類の細胞と乳のみマウスを使用し，CaCo
２細胞でウイルスが分離された。国立感染症研究所より分与された抗血清で難中和性を示したため，RT-PCRとダイレ

クトシーケンス法によりコクサッキーウイルスA１６型と決定した。

Noroviruspathwayinwaterenvironmentestimatedbygenetic
analysisofstrainsfrompatientsofgastroenteritis,sewage,

treatedwastewater,riverwaterandoysters

YouUeki,DaisukeSano＊１，ToruWatanabe＊１，KazuoAkiyama＊２

TatsuoOmura＊１

（＊１ DepartmentofCivilEngineering,GraduateschoolofEngineering,TohokuUniversity，
＊２ PublicHelthsocietyofMiyagiPrefecture）

WaterResearch３９（２００５）４２７１－４２８０

Inthisstudy,NVcapsidgenewasdetectedfrompatientsofgastroenteritis,domesticsewage,treatedwastewater,riverwaterand
cultivatedoystersingeographicallycloseareaswhereallofsampleswerecollected.ThephylogeneticanalysisinisolatedNV
capsidgeneswasconducted,inwhichhighidentitiesofgenesequencesbetweenNVsfrompatients,domesticsewage,riverwater
andcultivatedoysterswereobserved.TheseresultsimpliedthattherewouldbeageographicallyassociatedcirculationofNVs
betweenhumanandcultivatedoystersviawaterenvironment,Itwouldbeimportanttoquantitativelyanalyzethemoving
pathwayofNVs,whichdirectlylinktothedevelopmentofanewschemeforpreventingwaterenvironmentandcultivated
oystersfromNVcontamination.

－１７８－



ダイオキシン類の発生源推定に関する研究
－宮城県内ダイオキシン類分布の解析－

加藤 謙一 中村 朋之＊１ 菱沼 早樹子

鈴木 滋 斎藤 善則 橋本 俊次＊２

柏木 宣久＊３

（＊１廃棄物対策課，＊２国立環境研究所，＊３統計数理研究所）

全国環境研会誌Vol.３０ №４ ２１５－２２１ ２００５

宮城県内におけるダイオキシン類による汚染の概要と由来を把握するために統計手法の適用を試みた。採用データ

の選択，データの前処理方法を検討し，データの分類のためにクラスター分析を採用した。また発生源の推定計算に

柏木の提唱する関数関係解析によるケミカルマスバランス法（CMB法）を採用して県内の事例に対して適用した。そ

の結果，河川湖沼における環境基準超過データについては除草剤農薬であるPCP，CNPが，大気中においては燃焼排

ガスがその由来の中心となっていることが明らかになった。しかしながら環境中において脱塩素化などにより組成が

変動していると考えられる事象も認められCMB法の適用に当たっての問題点も示唆された。

「地救？」を考えてみよう

加賀谷 秀樹

公衆衛生情報みやぎ№３４６ ３－４ ２００５

２０世紀後半に顕在化した地球環境問題に対し，国際社会は大量生産・大量消費・大量廃棄の経済社会システムを

「持続可能な社会」の実現に向けて構造変革していこうとしている。このことを私は「地球を救う」をもじって「地

救？」としているが，「地救を救う」ためには「脱温暖化社会」「循環型社会」「化学物質の管理」の３つが基本であ

ると考えている。これらのうち例えば「脱温暖化社会」の実現には「省エネ社会」に変革していかなければならない

こと，近年の省エネ機器は「省エネって得だっちゃ！」となっており，環境にもやさしく経済的にもメリットがある

「環境と経済の好循環」が成立している現状を述べたものである。

宮城県保健環境センター年報 第２４号 ２００６ －１７９－



AnOutbreakofFoodPoisoningCausedbyanEnteropathogenic
EscherichiacoliO１１５：H１９inMiyagiPrefecture

NoriyukiSaito，MichiKawano，TaekoKobayashi
SetsuWatanabe，WakaYamada，JuroYatsu
KazuoKawamukaiandKazuoAkiyama

Jpn.J.Infect.Dis.,５８ １８９－１９０ ２００５

OutbreaksofmassfoodpoisoningduetoenteropathogenicEscherichiacoli（EPEC）havebeenrareinJapan.Inthisreport,we
describeanoutbreakoffoodpoisoningconsideredtohavebeencausedbyEPECO１１５：H１９in１０３individualsatthesiteofa
trainingcampinMiyagiPrefectureinAugust2004.Inconclusion,weconsideredthatthiscaseoffoodpoisoningwascaused
byasinglestrain，EPECO１１５:H１９.However,wecouldnotdeterminethecausativefoodandmealforthecase,sincenoisolates
weredetectedeitherfromthestoolsamplesofthefoodpreparersnorfromthefooditself.

－１８０－



Ⅱ 学 会 発 表 等



学 会 発 表 等

○印 発 表 者

大和町吉岡地区における地下水流動と有機塩素化合物による地下水汚染の評価

○清野 茂 小山 孝昭 渡部 正弘 大庭 和彦＊１

（＊１栗原保健福祉事務所）

２００５年度東北地理学会 平成１７年５月２１日～２２日 仙台市

県民住民のポリオウイルス中和抗体保有状況

○沖村 容子 菊地 奈穂子＊１ 佐々木 美江 後藤 郁男 秋山 和夫＊２

（＊１仙南・仙塩広域水道事務所 ＊２苛宮城県公衆衛生協会）

第４１回宮城県公衆衛生学会 平成１７年７月１日 仙台市

宮城県における腸管出血性大腸菌感染症の発生要因

○田村 広子＊１ 三品 道子 菅原 直子 佐藤 由美＊２ 畠山 敬 谷津 壽郎 秋山 和夫＊３

（＊１宮城県立循環器・呼吸器病センター ＊２宮城県立がんセンター ＊３苛宮城県公衆衛生協会）

第４１回宮城県公衆衛生学会 平成１７年７月１日 仙台市

カンピロバクター食中毒防止に関する研究～市販鶏肉等からのカンピロバクター簡易検出～

○渡邉 節 菅原 直子 小林 妙子 山田 わか 齋藤 紀行 廣重 憲生

第１８回東北食中毒研究会研修会 平成１７年８月２４日 山形市

VNTRによる結核菌の比較解析について

○畠山 敬 秋山 和夫＊１

（＊１苛宮城県公衆衛生協会）

第５９回日本細菌学会東北支部総会 平成１７年８月２５日～２６日 山形市

生鮮魚介類および海水等からのVibriovulnificus検出状況

○渡邉 節

全国公衆衛生獣医師協議会平成１７年度調査研究発表会 平成１７年９月２日 東京都

FastdetectionofnorovirusgenogroupⅡgenewithloop-mediatedisothermalamplificationmethod

○YouUeki，NorihikoYamaki，DaisukeSano＊１，KazuoAkiyama＊２，TatsuoOmua＊１

（＊１DepartmentofCivilEngineering,GraduateschoolofEngineering,TohokuUniversity
＊２PublicHealthsocietyofMiyagiPrefecture）
Health-RelatedWaterMicrobiologySymposium 平成１７年９月５日～７日 EnglandSwansea

宮城県における腸管出血性大腸菌感染症の発生要因

○谷津 壽郎 田村 広子＊１ 三品 道子 菅原 直子 佐藤 由美＊２ 畠山 敬 秋山 和夫＊３

（＊１宮城県立循環器・呼吸器病センター ＊２宮城県立がんセンター ＊３苛宮城県公衆衛生協会）

平成１７年度東北地区獣医師大会・日本獣医公衆衛生学会（東北） 平成１７年９月２３日～２４日 山形市

交通騒音評価管理システムの実証的検討について

○濱名 徹 高橋 誠幸 鈴木 康民

第１８回北海道・東北支部環境研研究連絡会議 平成１７年１０月６日～７日 札幌市

海藻を利用した環境修復戦略

○佐々木 久雄

第１８回北海道・東北支部環境研研究連絡会議 平成１７年１０月６日～７日 札幌市

宮城県保健環境センター年報 第２４号 ２００６ －１８１－



保健所の検査業務が保健環境センターに統合されて～６年間の歩み～

○齋藤 紀行

平成１７年度地方衛生研究所全国協議会北海道・東北・新潟支部微生物研究部総会 平成１７年１０月１３日 秋田市

食肉等からのカンピロバクター検出法の検討

○渡邉 節 菅原 直子 小林 妙子 山田 わか 齋藤 紀行 廣重 憲生

花日本食品衛生学会第９０回学術講演会 平成１７年１０月２０日～２１日 さいたま市

交通騒音評価管理システムの実証的検討

○濱名 徹 高橋 誠幸 鈴木 康民

環境保全・公害防止研究発表会 平成１７年１１月１０日～１１日 千葉市

GC/MS及びLC/MS/MSを使用した残留農薬同時分析における精製法の検討

○氏家 愛子 佐藤 信俊＊１

（＊１原子力センター）

第４２回全国衛生化学技術協議会年会 平成１７年１１月１７日～１８日 東京都

LC/MSを用いた畜産食品中の残留動物用医薬品の一斉分析

○遠藤美砂子 山内 一成 氏家 愛子 竹田 則明

第４２回全国衛生化学技術協議会年会 平成１７年１１月１７日～１８日 東京都

宮城県内における一般廃棄物最終処分場浸出水の塩類濃度実態調査

○柳 茂 菅原 隆一 冨塚 和衛 斎藤 善則

平成１７年度全国環境研協議会廃棄物研究発表会 平成１８年２月１５日 東京都

降水成分に反映される地域汚染

○北村 洋子 佐久間 隆 小泉 俊一 木戸 一博 加賀谷 秀樹

全国環境研究所交流シンポジウム 平成１８年２月２２日～２３日 つくば市

宮城県におけるPM２．５自動測定結果について

○中村 栄一 菅原 隆一 高橋 正人 加賀谷 秀樹

全国環境研究所交流シンポジウム 平成１８年２月２２日～２３日 つくば市

酸性雨自動測定結果の評価指標と降雨特性

○仁平 明 高橋 正人 中村 栄一 北村 洋子 加賀谷 秀樹

全国環境研究所交流シンポジウム 平成１８年２月２２日～２３日 つくば市

国設箟岳局における降水中の鉛安定同位体比について

○北村 洋子 高橋 正人 佐久間 隆 小泉 俊一 木戸 一博 中村 栄一 加賀谷 秀樹

国立環境研究所主催ミニシンポジウム 平成１８年３月３日 つくば市

宮城県における地下水汚染解析事例－砒素汚染地下水の起源とトリクロロエチレン汚染地下水の流動－

○清野 茂

第１０回環境フォーラム 平成１８年３月９日 仙台市

環境水中におけるノロウイルスの挙動

○山木紀彦＊１ 植木 洋 庄司 美加 菊地奈穂子＊２ 沖村 容子 秋山 和夫＊３ 佐野 大輔＊４

大村 達夫＊４

（＊１仙台保健福祉事務所黒川支所 ＊２仙南・仙塩広域水道事務所 ＊３苛公衆衛生協会

＊４ 東北大学大学院工学研究科）

第４０回日本水環境学会年会 平成１８年３月１５日～１７日 仙台市

－１８２－



宮城県内河川中のアルキルフェノール類と排出追跡調査の一事例について

○高橋紀世子 吾妻 正道 柳 茂 斎藤 善則

第４０回日本水環境学会年会 平成１８年３月１５日～１７日 仙台市

河川水の病原汚染リスク評価の検討

○菅原 直子 佐々木 久雄 齋藤 紀行

第４０回日本水環境学会年会 平成１８年３月１５日～１７日 仙台市

水生植物を利用した伊豆沼の水質浄化の検討

○渡部 正弘 佐々木 久雄 嵯峨 京時

第４０回日本水環境学会年会 平成１８年３月１５日～１７日 仙台市

宮城県北西部鉛川における湧水と水質特性

○清野 茂 小山 孝昭 牧 滋 佐藤 勤 嵯峨 京時 大庭 和彦＊１ ＊１栗原保健福祉事務所

第４０回日本水環境学会年会 平成１８年３月１５日～１７日 仙台市

バイオアッセイを用いた内分泌かく乱作用の環境調査事例について（第１報）

○大金 仁一 阿部 郁子 佐々木 久雄 嵯峨 京時

第４０回日本水環境学会年会 平成１８年３月１５日～１７日 仙台市

宮城県における腸管出血性大腸菌感染症の発生要因

○谷津 壽郎 田村 広子＊１ 三品 道子 菅原 直子 佐藤 由美＊２ 畠山 敬 秋山 和夫＊３

（＊１宮城県立循環器・呼吸器病センター ＊２宮城県立がんセンター ＊３苛宮城県公衆衛生協会）

平成１７年度日本獣医師会学会年次大会・第１４１回日本獣医学会学術集会 平成１８年３月１８日～２１日 つくば市

宮城県保健環境センター年報 第２４号 ２００６ －１８３－
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